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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングから引き出された複数の電線を覆う電線カバーであって、
　前記ハウジングから引き出された前記複数の電線が導入され、前記複数の電線が導入さ
れる方向と交差する方向に前記複数の電線を導出するカバー本体と、
　前記カバー本体内に設けられた余長収容空間と、
　前記カバー本体の内面に設けられた案内部とを備えており、
　前記カバー本体に対して前記電線が導入される電線導入位置から前記電線が導出される
電線導出位置までの距離をカバー内距離としたとき、
　前記案内部は、前記複数の電線のうち前記カバー内距離が最も長くなる配置の基準電線
よりも前記カバー内距離が短くなる配置の少なくとも1本の電線を前記余長収容空間に案
内し、
　前記余長収容空間では、前記少なくとも１本の電線が前記案内部から導入された後、前
記電線導出位置とは反対側に向かい、１８０°折り返されて前記電線導出位置に向かう電
線カバー。
【請求項２】
　前記電線カバー内の前記余長収容空間は、前記案内部を基準に前記電線導出位置とは反
対側にそれぞれ設けられており、
　前記案内部は、前記電線導出位置とは異なる方向に向けて傾斜する傾斜部を有している
請求項１に記載の電線カバー。
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【請求項３】
　前記傾斜部は、それぞれの前記電線に対応するように複数に設けられており、
　前記傾斜部は、前記電線導出位置に近いほど前記傾斜部の傾斜開始位置が前記電線導入
位置から離れている請求項２に記載の電線カバー。
【請求項４】
　ハウジングから引き出された複数の電線を覆う電線カバーであって、
　前記ハウジングから引き出された前記複数の電線が導入され、前記複数の電線が導入さ
れる方向と交差する方向に前記複数の電線を導出するカバー本体と、
　前記カバー本体内に設けられた余長収容空間と、
　前記カバー本体の内面に設けられた案内部とを備えており、
　前記カバー本体に対して前記電線が導入される電線導入位置から前記電線が導出される
電線導出位置までの距離をカバー内距離としたとき、
　前記案内部は、前記複数の電線のうち前記カバー内距離が最も長くなる配置の基準電線
よりも前記カバー内距離が短くなる配置の少なくとも1本の電線を前記余長収容空間に案
内し、
　前記電線カバー内の前記余長収容空間は、前記案内部を基準に前記電線導出位置とは反
対側にそれぞれ設けられており、
　前記案内部は、前記電線導出位置とは異なる方向に向けて傾斜する傾斜部を有しており
、
　前記傾斜部は、それぞれの前記電線に対応するように複数に設けられており、
　前記傾斜部は、前記電線導出位置に近いほど前記傾斜部の傾斜開始位置が前記電線導入
位置から離れている電線カバー。
【請求項５】
　前記複数の電線は、前記複数の電線を一括して覆う外被覆と、前記外被覆の端末におい
て前記複数の電線と前記外被覆との間を止水する止水部材とに覆われた状態で前記電線カ
バーから引き出されている請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電線カバー。
【請求項６】
　前記ハウジングから引き出される前記電線には、前記ハウジングと前記電線とに弾性的
に密着するゴム栓が外嵌されており、
　前記案内部は、前記ハウジングから引き出される前記電線を前記電線の引き出し方向に
向かって直線的に保持する保持部を有している請求項１から請求項５のいずれか一項に記
載の電線カバー。
【請求項７】
　前記ハウジングには、前記余長収容空間内に配された前記電線を係止する係止部が設け
られている請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の電線カバー。
【請求項８】
　複数の電線が引き出されるハウジングと、
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の電線カバーとを備えた電線カバー付きコ
ネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書によって開示される技術は、電線カバーおよび電線カバー付きコネクタに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、コネクタに取り付けられる電線カバーとして、特開２０１３－１３４９６１号
公報（下記特許文献１）に記載のものが知られている。この電線カバーは、コネクタハウ
ジングから後方に引き出された複数の電線を屈曲した状態で収容することで、複数の電線
を保護しつつ所定の方向へ案内して導き出している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１３４９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記の複数の電線の長さ寸法を個別に管理することができず、電線カバー内
に複数の電線がほぼ同一の長さ寸法で収容されている場合、電線カバーの電線導入位置か
ら電線カバーの電線引出位置のカバー内距離が最も長い配置となる電線よりもカバー内距
離が短い配置となる電線は、電線カバー内において余長が生じ、余長が電線カバー内にお
いて絡むことで電線カバーの組み付け作業性が低下してしまう。
【０００５】
　本明細書では、電線カバー内において電線が絡むことを抑制する技術を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書によって開示される技術は、ハウジングから引き出された複数の電線を覆う電
線カバーであって、前記ハウジングから引き出された前記複数の電線が導入され、前記複
数の電線が導入される方向と交差する方向に前記複数の電線を導出するカバー本体と、前
記カバー本体内に設けられた余長収容空間と、前記カバー本体の内面に設けられた案内部
とを備えており、前記カバー本体に対して前記電線が導入される電線導入位置から前記電
線が導出される電線導出位置までの距離をカバー内距離としたとき、前記案内部は、前記
複数の電線のうち前記カバー内距離が最も長くなる配置の基準電線よりも前記カバー内距
離が短くなる配置の少なくとも1本の電線を前記余長収容空間に案内する構成とした。
【０００７】
　また、本明細書によって開示される技術は、電線カバー付きコネクタであって、複数の
電線が引き出されるハウジングと、上記の電線カバーとを備えている構成とした。
【０００８】
　このような電線カバーによると、本来であればデッドスペースとなる余長収容空間に基
準電線よりもカバー内距離が短い配置の電線を案内部によって案内し、電線の余長を余長
収容空間に配索することができる。これにより、電線カバー内において電線が絡むことを
抑制し、電線カバーの組み付け作業性が低下することを防ぐことができる。
【０００９】
　本明細書によって開示される電線カバーは、以下の構成としてもよい。
【００１０】
　前記電線カバー内の前記余長収容空間は、前記案内部を基準に前記電線導出位置とは反
対側にそれぞれ設けられており、前記案内部は、前記電線導出位置とは異なる方向に向け
て傾斜する傾斜部を有している構成としてもよい。
【００１１】
　このような構成によると、案内部を基準に電線導出位置とは反対側の本来ならデッドス
ペースとなるカバー本体内の領域を、電線の余長を収容する余長収容空間とすることがで
きる。これにより、案内部よりも電線導出位置側の領域において電線の余長の全てを収容
する必要がなく、電線カバー内において小径電線の余長が絡み合うことを抑制することが
できる。
【００１２】
　前記傾斜部は、それぞれの前記電線に対応するように複数に設けられており、前記傾斜
部は、前記電線導出位置に近いほど前記傾斜部の傾斜開始位置が前記余長収容空間から離
れている構成としてもよい。
【００１３】
　一般に、電線カバー内において斜め方向に離れた位置まで電線を配索する場合、電線を
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斜めに配索する部分が短いほど電線経路が長くなる。
　つまり、カバー内距離が短くなる電線ほど余長が増加するけれども、基準電線から離れ
た電線に対応する傾斜部ほど傾斜開始位置が余長収容空間に近くなり電線経路が長くなる
から、案内部において電線の余長を吸収し、限られた電線カバー内のスペースにおいて電
線の余長を効率良く収容することができる。
【００１４】
　前記複数の電線は、前記複数の電線を一括して覆う外被覆と、前記外被覆の端末におい
て前記複数の電線と前記外被覆との間を止水する止水部材とに覆われた状態で前記電線カ
バーから引き出されている構成としてもよい。
【００１５】
　このような構成のように、複数の電線が外被覆や止水部材に固定されており、ハウジン
グから引き出された複数の電線の長さ寸法を電線の導出部分において変更することができ
ない場合には、上記の構成は、非常に有効である。
【００１６】
　前記ハウジングから引き出される前記電線には、前記ハウジングと前記電線とに弾性的
に密着するゴム栓が外嵌されており、前記案内部は、前記ハウジングから引き出される前
記電線を前記電線の引き出し方向に向かって直線的に保持する保持部を有している構成と
してもよい。
【００１７】
　ハウジングと電線との間にゴム栓が装着されている場合、電線が屈曲されることでゴム
栓が変形し、ハウジングと電線との間の止水性能が低下することが懸念される。
【００１８】
　ところが、このような構成によると、ゴム栓が外嵌された電線を保持部によって電線の
引き出し方向に向かって直線的に保持しているから、ゴム栓が変形することを防ぐことが
できる。
　つまり、保持部によってゴム栓が変形することを防ぎつつ、電線の余長を余長収容空間
に配索し、電線カバー内において電線が絡むことを抑制することができる。
【００１９】
　前記ハウジングには、前記余長収容空間内に配された前記電線を係止する係止部が設け
られている構成としてもよい。
【００２０】
　このような構成によると、余長収容空間内の電線の余長を係止部によって係止すること
で余長収容空間に配索された電線が余長収容空間からはみ出して絡んでしまうことを防ぐ
ことができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本明細書によって開示される技術によれば、電線カバー内において電線が絡むことを抑
制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】電線カバー付きコネクタの平面図
【図２】電線カバー付きコネクタの断面図
【図３】小径電線が余長収容空間に配置された状態を示す電線カバー付きコネクタの断面
図
【図４】従来の電線カバー付きコネクタの断面図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　＜実施形態＞
　本明細書に開示された技術における一実施形態について図１から図３を参照して説明す
る。
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【００２４】
　本実施形態は、車両のタイヤ周辺などのスペースが限られた場所に搭載される電線カバ
ー付きコネクタ１０を例示している。電線カバー付きコネクタ１０は、図１から図３に示
すように、合成樹脂製のハウジング５０と、ハウジング５０から後方に引き出される複数
の電線Ｗを一括して覆う電線カバー２０と、ハウジング５０と電線カバー２０とに亘って
取り付けられるジョイントカバー８０とを備えて構成されている。
【００２５】
　ハウジング５０は、図２および図３に示すように、相手側コネクタＣと嵌合可能とされ
ており、相手側コネクタＣに内嵌可能なインナハウジング５１と、相手側コネクタＣに外
嵌可能なアウタハウジング６０とを備えている。
【００２６】
　インナハウジング５１は、左右方向に長い扁平な形態とされており、インナハウジング
５１の左右方向両側の側壁には、左右方向外側に突出する係止受け部５３が設けられてい
る。
【００２７】
　また、インナハウジング５１は、雌端子Ｔが収容される複数のキャビティ５４を有して
いる。各キャビティ５４は前後方向に延びて形成されており、左右方向に並んで配置され
ている。キャビティ５４は、前後方向に開口しており、キャビティ５４の後端開口から雌
端子Ｔが挿入可能とされている。キャビティ５４内に挿入された雌端子Ｔは、図示しない
ランス等の公知の手法により、抜け止め状態で収容されている。各キャビティ５４の前端
開口からは相手側コネクタＣの図示しない雄端子が挿入可能とされ、キャビティ５４の後
端開口からは、各キャビティ５４内の雌端子Ｔに接続された電線Ｗが後方に導出されてい
る。
【００２８】
　また、キャビティ５４の後端部は、電線Ｗの端末に外嵌されるゴム栓Ｇを収容するゴム
栓収容部５５とされている。電線Ｗに外嵌されたゴム栓Ｇがゴム栓収容部５５内に収容さ
れると、ゴム栓Ｇがゴム栓収容部５５の内周面と電線Ｗとに密着し、キャビティ５４の後
端開口からキャビティ５４内に水などが浸入することを防ぐことができるようになってい
る。
【００２９】
　また、複数のキャビティ５４のうち左側の２つのキャビティ５４は大型の雌端子Ｔが収
容されるようになっており、左側２つのキャビティ５４から引き出される２つの電線Ｗは
、大径電線ＷＬとされ、その他のキャビティ５４から引き出される３つの電線Ｗは、大径
電線ＷＬよりも小径の小径電線ＷＳとされている。
【００３０】
　アウタハウジング６０は、前後方向に貫通した筒状に形成されており、アウタハウジン
グ６０の内部には、後方からインナハウジング５１が嵌合可能とされている。
【００３１】
　アウタハウジング６０の左右方向両側の側壁には、インナハウジング５１の係止受け部
５３と係止する係止片６２が設けられている。係止片６２は、アウタハウジング６０内に
インナハウジング５１が嵌合されると、図２および図３に示すように、係止受け部５３と
前後方向に係止することでアウタハウジング６０内にインナハウジング５１が保持される
ようになっている。
【００３２】
　電線カバー２０は、ハウジング５０よりも左右方向に長い細長い形状をなしている。電
線カバー２０は、左右方向略中央部よりも左側の部分が前方に向かって開口する電線導入
部２１を有するカバー本体２２とされ、カバー本体２２よりも右側の部分が右方に向かっ
て延びる電線導出部４０とされている。
【００３３】
　カバー本体２２は、図２に示すように、インナハウジング５１から後方に向かって直線



(6) JP 6984564 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

的に延びる複数の電線Ｗを電線導入部２１からカバー本体内に導入した後、全て電線Ｗを
電線導出部４０に向かって引き出している。
【００３４】
　ここで、電線導入部２１からカバー本体２２内に導入された複数の電線Ｗのうち最も左
側に配された電線Ｗ１は、図２に示すように、カバー本体２２に導入される電線導入位置
ＰＩ１から電線Ｗがカバー本体２２から導出される電線導出位置ＰＯ１までのカバー内距
離ＬＷ１が最も長くなっており、電線導入位置ＰＩが右側の配置になるほどカバー内距離
が短くなる。そして、電線導入部２１からカバー本体２２内に導入された複数の電線Ｗの
うち最も右側に配された電線Ｗ２は、電線導入位置ＰＩ２から導出される電線導出位置Ｐ
Ｏ２までのカバー内距離ＬＷ２が最も短くなっている。
【００３５】
　電線導出部４０は、略筒状をなしており、電線導出部４０の右側端部には、止水部材４
５が組み付けられている。
　止水部材４５は、複数の電線Ｗが挿通される一括ゴム栓４６と、一括ゴム栓４６に外嵌
される合成樹脂製のキャップ４９とを備えて構成されている。
【００３６】
　一括ゴム栓４６は、略円筒状をなし、左半分が複数の電線Ｗがそれぞれ挿通される電線
挿通孔４７Ａを有する電線挿通部４７とされ、右半分が複数の電線Ｗを一括して覆うシー
ス（「外被覆」の一例）Ｓに外嵌されるシース外嵌部４８とされている。
【００３７】
　キャップ４９は、左右方向に開口する略円筒状をなしている。キャップ４９は、一括ゴ
ム栓４６に外嵌することで一括ゴム栓４６を径方向内側に向かって押圧し、複数の電線Ｗ
およびシースＳと一括ゴム栓４６とを密着させることでシースＳの端部から水などが浸入
しないように止水している。また、複数の電線Ｗと一括ゴム栓４６とが密着することで各
電線Ｗが左右方向に位置ずれしないように固定される。
【００３８】
　また、電線カバー２０は、上方に向かって開口する下側電線カバー２５と、下方に向か
って開口した状態で下側電線カバー２５に上方から組み付けられる上側電線カバー２６と
を備えて構成されている。下側電線カバー２５の前後方向両側の側壁には、上側電線カバ
ー２６の前後方向両側の側壁に設けられた複数のカバーロック受け部２７と上下方向に係
止する複数のカバーロック部２８が形成されており、カバーロック受け部２７とカバーロ
ック部２８とが上下方向に係止することで下側電線カバー２５と上側電線カバー２６とが
一体となって電線カバー２０を構成するようになっている。
【００３９】
　電線カバー２０は、図２に示すように、ハウジング５０の後方のやや離れた位置に配置
されるようになっており、ハウジング５０の後部および電線カバー２０の前端部の外周に
組み付けられるジョイントカバー８０によって一体に固定されるようになっている。
【００４０】
　ジョイントカバー８０は、前後方向に開口する筒状をなしており、上方に向かって開口
する正面視Ｕ字状をなす下側ジョイントカバー８１と、下側ジョイントカバー８１に上方
から組み付けられる正面視逆Ｕ字状をなす上側ジョイントカバー８２とによって構成され
る。
【００４１】
　上側ジョイントカバー８２の左右方向両側の側壁には、下側ジョイントカバー８１の左
右方向両側の側壁に設けられたカバー係止受け部８３と上下方向に係止可能なカバー係止
部８４がそれぞれ設けられている。カバー係止部８４は、下側ジョイントカバー８１に対
して上側ジョイントカバー８２が上方から組み付けた際に、カバー係止受け部８３と上下
方向に係止し、上側ジョイントカバー８２と下側ジョイントカバー８１とを一体に組み付
けるようになっている。
【００４２】
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　また、上側ジョイントカバー８２および下側ジョイントカバー８１は、ハウジング５０
の後部および電線カバー２０の前端部に対して前後方向に係止可能とされている。
【００４３】
　したがって、下側ジョイントカバー８１上にハウジング５０のアウタハウジング６０の
後部と電線カバー２０の前端部とを配置し、下側ジョイントカバー８１に上側ジョイント
カバー８２を組み付けることで、ハウジング５０の後部および電線カバー２０の前端部の
外周にジョイントカバー８０が組み付けられ、ハウジング５０と電線カバー２０とがジョ
イントカバー８０によって一体に固定されるようになっている。
【００４４】
　さて、電線カバー２０のカバー本体２２内には、図２および図３に示すように、電線導
入部２１の後方に設けられた案内部３０と、案内部３０の後方に設けられた電線配索部３
５とが設けられており、案内部３０によって複数の電線Ｗが電線配索部３５に案内される
ようになっている。
　案内部３０は、カバー本体２２の底壁２２Ａからカバー本体２２内に向かって突出する
複数の突出部３１を有する。
【００４５】
　複数の突出部３１は、カバー本体２２内に導入された複数の電線Ｗのそれぞれの左右方
向両側に配されるように左右方向に６つ並んで設けられており、左から順番に第１突出部
３１Ａ、第２突出部３１Ｂとされ、最も右側の突出部３１が第６突出部３１Ｆとされてい
る。
【００４６】
　したがって、第１突出部３１Ａから第３突出部（左側の３つの突出部３１）３１Ｃの間
には、図２に示すように、大径電線ＷＬの外径とほぼ同じ隙間寸法の２つの大径電線配索
路３２Ｌが形成され、第３突出部３１Ｃから第６突出部（右側の４つの突出部３１）３１
Ｆの間には、小径電線ＷＳの外径とほぼ同じ隙間寸法の３つの小径電線配索路３２Ｓが形
成されている。
【００４７】
　第１突出部３１Ａ、第２突出部３１Ｂおよび第６突出部３１Ｆは、前後方向に延びた形
態をなしており、第１突出部３１Ａ、第２突出部３１Ｂおよび第６突出部３１Ｆの電線Ｗ
側の側部は、前後方向に真っ直ぐ延びる保持部３３とされている。
【００４８】
　第３突出部３１Ｃは、左側部が前後方向に真っ直ぐ延びる保持部３３とされている。第
３突出部３１Ｃの右側部は、前端部が前後方向に真っ直ぐ延びる保持部３３とされ、保持
部３３よりも後方が後方（ハウジング５０から電線Ｗが引き出される方向）に向かうほど
左側（電線導入部２１とは異なる反対側）に向かって傾斜する傾斜部３４とされている。
【００４９】
　第４突出部３１Ｄおよび第５突出部３１Ｅは、左右方向両側部が前後方向に真っ直ぐ延
びる保持部３３と、保持部３３の後方に連なって形成された傾斜部３４とによって構成さ
れている。第４突出部３１Ｄおよび第５突出部３１Ｅの傾斜部３４も、第３突出部３１Ｃ
の傾斜部３４と同様に、後方に向かうほど左側に向かって傾斜する形態とされており、第
３突出部３１Ｃから第５突出部３１Ｅの傾斜部３４の傾斜角度は、いずれも同じ角度に設
定されている。
【００５０】
　また、第３突出部３１Ｃの右側部から第５突出部３１Ｅの右側部における保持部３３お
よび傾斜部３４は、右側に向かうほど保持部３３が前後方向が長くなり、これに伴って傾
斜部３４の傾斜開始位置である前端位置３４Ｆが後方にずれた構成となっている。
【００５１】
　したがって、図２に示すように、電線導入部２１からカバー本体２２内に導入された２
本の大径電線ＷＬは、それぞれの後方に配された大径電線配索路３２Ｌに配置されて、２
本の大径電線ＷＬが平行となるように電線配索部３５に向かって案内される。一方、３本
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の小径電線ＷＳは、それぞれの後方に配された小径電線配索路３２Ｓに配置されて、３本
の小径電線ＷＳが平行となるように電線配索部３５に向かって案内される。
【００５２】
　詳しくは、２本の大径電線ＷＬは、第１突出部３１Ａ、第２突出部３１Ｂおよび第３突
出部３１Ｃの保持部３３によってハウジング５０から電線Ｗが引き出された電線Ｗの引き
出し方向である後方に向かって直線的に延びた状態に保持されて電線配索部３５に案内さ
れる。
【００５３】
　一方、３本の小径電線ＷＳは、小径電線ＷＳの前端部分が、第３突出部３１Ｃ、第４突
出部３１Ｄ、第５突出部３１Ｅおよび第６突出部３１Ｆの保持部３３によって後方に向か
って直線的に延びた状態に保持され、その後、それぞれの傾斜部３４によって左斜め後方
に向かって直線的に延びた状態に保持されて電線配索部３５に案内される。
【００５４】
　また、第３突出部３１Ｃの右側部から第５突出部３１Ｅの右側部における傾斜部３４は
、右側に向かうほど傾斜部３４の傾斜開始位置ある前端位置３４Ｆが後方にずれているか
ら、３本の電線Ｗのうちカバー内距離が短い電線Ｗほど左斜め後方に向かう位置が後方と
なって左斜め後方に延びる距離が短くなり、電線配索部３５の後述する係止部３６の位置
までの電線配索距離が長くなるようになっている。
【００５５】
　電線配索部３５は、図２および図３に示すように、案内部３０の後方に隣り合って設け
られている。電線配索部３５の前後方向の長さ寸法は、大径電線ＷＬの外径よりもやや大
きい長さ寸法に設定されており、上下方向の高さ寸法は、複数の電線Ｗを上下方向に並べ
ることができる高さ寸法とされている。つまり、電線配索部３５は、前後方向よりも上下
方向に大きく形成されている。
【００５６】
　電線配索部３５内には、電線配索部３５の底壁３５Ａから電線配索部３５内に向かって
突出する係止部３６が設けられている。係止部３６は、細長い丸ピン状をなし、電線配索
部３５の左右方向略中央部よりもやや左寄りの位置であって、右側の大径電線配索路３２
Ｌの後方に配置されている。
【００５７】
　また、電線配索部３５内には、案内部３０から導入された２本の大径電線ＷＬと３本の
小径電線ＷＳとが導入されており、２本の大径電線ＷＬは、案内部３０から導入された後
、右方に向かって略直角に屈曲されて電線導出部４０までほぼ直線的に延びた状態で電線
配索部３５内に収容されている。
【００５８】
　一方、３本の小径電線ＷＳは、案内部３０から導入された後、電線導出部４０とは反対
側の左方に向かって屈曲されて大径電線ＷＬの下方を係止部３６の位置までほぼ直線状に
延びており、係止部３６に対して時計回りに巻き付くように配索された後、電線導出部４
０までほぼ直線的に延びた状態で電線配索部３５内に収容されている。
【００５９】
　つまり、電線配索部３５内において３本の小径電線ＷＳが配された空間（電線配索部３
５の下半分の空間）は、カバー内距離が長い配置の左側の大径電線ＷＬよりもカバー内距
離が短い小径電線ＷＳの余長を収容する余長収容空間３７とされている。また、係止部３
６は、余長収容空間３７内に配された３本の小径電線ＷＳを右方から時計回りに巻き付け
るように引っ掛けることが可能となっており、引っ掛けられた小径電線ＷＳが右方に引っ
張られて余長収容空間３７からはみ出すことがないように係止できるようになっている。
【００６０】
　本実施形態は、以上のような構成であって、続いて、電線カバー付きコネクタ１０の作
用および効果について説明する。
　ハウジングから引き出される複数の電線が電線カバー内において屈曲された電線カバー
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付きコネクタにおいて、ハウジングから引き出される複数の電線の長さ寸法を個別に管理
することができず、全ての電線Ｗの長さ寸法がほぼ同一となる場合、電線カバーの電線導
入位置から電線カバーの電線引出位置までのカバー内距離が短い配置の電線は、カバー内
距離が長い配置の電線に比べて、電線カバー内において余長が生じてしまう。
【００６１】
　したがって、従来の電線カバー付きコネクタ１では、図４に示すように、電線カバー３
内においてカバー内距離が短い配置の電線２の余長を収容する空間に案内する構成がなく
、電線２の余長が電線カバー３内において絡み合ってしまう。つまり、従来の電線カバー
付きコネクタ１では、電線カバー３の組み付け作業性が低下してしまうことが懸念される
。
【００６２】
　上記の課題を解決するため、本実施形態は、複数の電線Ｗが引き出されるハウジング５
０と、ハウジング５０から引き出された複数の電線Ｗを覆う電線カバー２０とを備えた電
線カバー付きコネクタ１０であって、電線カバー２０は、ハウジング５０から引き出され
た複数の電線Ｗが導入され、複数の電線Ｗが導入される方向と交差する方向（右方向）に
複数の電線Ｗを導出するカバー本体２２と、カバー本体２２内に設けられた余長収容空間
３７と、カバー本体２２の内面に設けられた案内部３０とを備えており、カバー本体２２
に対して電線Ｗが導入される電線導入位置ＰＩから電線Ｗが導出される電線導出位置ＰＯ
までの距離をカバー内距離としたとき、案内部３０は、複数の電線Ｗのうちカバー内距離
が最も長くなる配置の基準電線（左側に配された大径電線ＷＬ１）よりもカバー内距離が
短くなる配置の少なくとも1本の電線（小径電線ＷＳ）を余長収容空間３７に案内する構
成とした。
【００６３】
　本実施形態のような電線カバー付きコネクタ１０の電線カバー２０によると、本来であ
ればデッドスペースとなる電線配索部３５の余長収容空間３７に、基準電線（最も左側の
大径電線ＷＬ１）よりもカバー内距離が短い配置の小径電線ＷＳを案内部３０によって案
内し、小径電線ＷＳの余長を余長収容空間３７に収容することができる。これにより、電
線カバー２０内において小径電線ＷＳが絡むことを抑制し、電線カバー２０の組み付け作
業性が低下することを防ぐことができる。
【００６４】
　また、カバー本体２２内における電線配索部３５の余長収容空間３７は、案内部３０を
基準に電線導出位置ＰＯ側（右側）とは反対側（左側）にそれぞれ設けられており、案内
部３０は、電線導出位置ＰＯとは反対方向（左方向）に向けて傾斜する傾斜部３４を有し
ている。
【００６５】
　このような構成によると、案内部３０を基準に電線導出位置ＰＯ側（右側）とは反対側
（左側）の本来ならデッドスペースとなるカバー本体２２内の領域を、小径電線ＷＳの余
長を収容する余長収容空間３７とすることができるから、案内部３０よりも電線導出位置
ＰＯ側の領域において小径電線ＷＳの余長の全てを収容する必要がなく、電線カバー２０
内において小径電線ＷＳの余長が絡み合うことを抑制することができる。
【００６６】
　また、傾斜部３４は、それぞれの小径電線ＷＳに対応するように複数に設けられており
、傾斜部３４は、電線導出位置ＰＯに近いほど傾斜部３４の前端位置（傾斜開始位置）３
４Ｆが電線導入位置ＰＩから遠くなるように配置されている。
【００６７】
　一般に、電線カバー内において斜め方向に離れた位置まで小径電線を配索する場合、小
径電線を斜めに配索する部分が短いほど電線経路が長くなる。
　つまり、カバー内距離が短い配置の小径電線ＷＳほど余長が増加することになるけれど
も、カバー内距離が短い配置の小径電線ＷＳに対応する傾斜部３４ほど傾斜部３４の前端
位置（傾斜開始位置）３４Ｆが電線導入位置ＰＩから遠くなり電線経路が長くなるから、
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案内部３０において各小径電線ＷＳの余長を吸収し、限られた電線カバー２０内のスペー
スにおいて小径電線ＷＳの余長を効率良く収容することができる。
【００６８】
　また、複数の電線Ｗは、複数の電線Ｗを一括して覆うシース（「外被覆」の一例）Ｓと
、シースＳの端末において複数の電線ＷとシースＳとの間を止水する止水部材４５とに覆
われた状態で電線カバー２０から引き出されている。
　本実施形態のように、複数の電線ＷがシースＳや止水部材４５に固定されており、ハウ
ジング５０から引き出された複数の電線Ｗの長さ寸法を個別に管理できない場合には、本
実施形態のような構成は、非常に有効である。
【００６９】
　また、ハウジング５０から引き出される電線Ｗには、ハウジング５０と電線Ｗとに弾性
的に密着するゴム栓Ｇが外嵌されており、案内部３０は、ハウジング５０から引き出され
る電線Ｗを電線Ｗの引き出し方向（後方）に向かって直線的に保持する保持部３３を有し
ている。
【００７０】
　本実施形態のように、ハウジング５０と電線Ｗとの間にゴム栓Ｇが装着されている場合
、電線Ｗが屈曲されるとゴム栓Ｇが変形し、ハウジング５０と電線Ｗとの間の止水性能が
低下することが懸念される。
【００７１】
　ところが、本実施形態のように、ゴム栓Ｇが外嵌された電線Ｗを保持部３３によって電
線Ｗの引き出し方向に向かって直線的に保持に保持しているから、ゴム栓Ｇが変形するこ
とを防ぐことができる。
　つまり、保持部３３によってゴム栓Ｇが変形することを防ぎつつ、小径電線ＷＳの余長
を余長収容空間３７に配索して電線カバー２０内において小径電線ＷＳが絡むことを抑制
することができる。
【００７２】
　また、ハウジング５０には、余長収容空間３７内に配された小径電線ＷＳを係止する係
止部３６が設けられている。
　本実施形態によると、余長収容空間３７内の小径電線ＷＳの余長を係止部３６によって
係止することで余長収容空間３７に配索された小径電線ＷＳの余長が余長収容空間３７か
らはみ出して絡んでしまうことを防ぐことができる。
【００７３】
　＜他の実施形態＞
　本明細書で開示される技術は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定される
ものではなく、例えば次のような種々の態様も含まれる。
　（１）上記実施形態では、複数の電線Ｗが大径電線ＷＬと小径電線ＷＳとからなる構成
にした。しかしながら、これに限らず、複数の電線が大径電線のみや小径電線のみによっ
て構成されてもよく、３種類以上の線径の電線によって構成されてもよい。
【００７４】
　（２）上記実施形態では、カバー内距離が最も長い配置の電線Ｗが大径電線ＷＬとされ
、カバー内距離が最も短い配置の電線Ｗが小径電線ＷＳとされた構成にした。しかしなが
ら、これに限らず、カバー内距離が最も長い配置の電線を小径電線とし、カバー内距離が
最も短い配置の電線を大径電線とする構成にしてもよい。
【００７５】
　（３）上記実施形態では、電線Ｗにゴム栓Ｇが外嵌された構成にした。しかしながら、
これに限らず、電線にゴム栓が外嵌されていない構成にしてもよい。
　（４）上記実施形態では、複数の電線Ｗが覆われたシースＳの端部を止水部材４５によ
って止水した構成にした。しかしながら、これに限らず、シースの端部を接着剤などによ
って止水する構成にしてもよい。
【００７６】
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　（５）上記実施形態では、電線カバー２０内に導入した複数の電線Ｗを保持部３３によ
って後方に向かって直線的に延びた状態に保持する構成にした。しかしながら、これに限
らず、電線にゴム栓が外嵌されていなければ、電線を保持部によって保持しない構成にし
てもよい。
　（６）上記実施形態では、傾斜部３４によって小径電線ＷＳを左斜め後方に向かって直
線状に配置する構成にした。しかしながら、これに限らず、電線を左斜め後方に向かって
円弧状に配置する構成にしてもよい。
【００７７】
　（７）上記実施形態では、ハウジング５０と電線カバー２０とをジョイントカバー８０
によって一体にする固定する構成にした。しかしながら、これに限らず、電線カバーをハ
ウジングに直接固定する構成にしてもよい。
　（８）上記実施形態では、３本の小径電線ＷＳを案内部３０によって案内する構成にし
た。しかしながら、これに限らず、案内部によって案内される電線は１本や２本でもよく
、４本以上に構成してもよい。
【符号の説明】
【００７８】
１０：電線カバー付きコネクタ
２０：電線カバー
２２：カバー本体
５０：ハウジング
３０：案内部
３３：保持部
３４：傾斜部
３４Ｆ：傾斜部の前端位置（「傾斜開始位置」の一例）
３６：係止部
３７：余長収容空間
４５：止水部材
Ｇ：ゴム栓
Ｗ：電線
ＷＬ１：左側の大径電線（「基準電線」の一例）
Ｓ：シース（「外被覆」の一例）
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